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報道機関のみなさまへ 

 

賀川豊彦『思い出さがし』関西学院との交流写真を見つけました 
 

関西学院が西宮市上ヶ原に移転した、１９２９年（大正１３年）の１０月２７日、関西学院中

央講堂での宗教講演会の講師として賀川豊彦が登壇しました。その時の記念写真です。 

写真は、最前列左が関西学院べーツ学院長、ひとりおいて賀川豊彦が学生たちと記念写真に納

まっています。 ☆２００７年１１月３日の関西学院ホームカミングデーでも展示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （写真提供：関西学院） 

＜賀川豊彦と関西学院との交流＞  出展：関西学院辞典から 

 賀川は青山学院と関西学院の共同編集である『神学評論』に投稿を行ったり、戦前・戦後を通

じて関西学院の求めに応じてキリスト教の講話をしばしば行った。その影響は大きく、例えば、 

１９５０年の学事報告が伝えるように、彼のキリスト教講話を機会にキリスト教を学びたいとい

う学生が増え、受洗者が増えた。さらに５５年から５８年まで理事であった賀川は、５７年には

農学部設置案を今田恵理事長に提案するなど、関西学院の総合学園化に一つの指針を提供し、彼

のアイデアにより関西学院の分校として４７年に小豆島農芸学園が設立された。このような賀川

と関西学院との深い関係から、大学では８９年に共同研究「賀川豊彦研究」が行われた。 
 

☆『賀川豊彦思い出さがし』へは、賀川記念館 高田・西（電話）０７８－２２１－３６２７ まで 


